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１．事業概要及び対象範囲

　　　１）事業者名及び代表者名
　　               　　　　　　　　　　　　　　　かわまさけんせつ

　　　　　　　 株 式 会 社　    川正建設

　　　　　　　     代表取締役　　　本部 喜好

　　　２）所在地
　　　　　　　本社事務所 〒880－0122　　宮崎県　宮崎市　大字塩路字大久保５２３番地３

資材置場 〒880－0045    宮崎県　宮崎市　大瀬町牛畑330番1
 

　　　３）環境管理責任者
EA-21責任者　 ： 本部 喜好

　　　４）連絡先
　　　　　　　連絡担当者　：　本部 道子 （EA-21事務局）

ＴＥＬ　　　　　　 ： ０９８５－４１－４０８０

E‐mail： 　kawamasa@almond.ocn.ne.jp

５）事業創立年月日
昭和　50　年　　1月　7日　(創立から　47　年)

　　　６）事業活動の内容
　　　　　　　建設業（土木工事業　、とび・土工 工事業）

　　　７）対象範囲　(全組織・全活動)
　　　　　　　・組織・・・　　　　　　　　　　　本社事務所、資材置場　

・活動・・・　　 建設業（土木工事業　、とび・土工 工事業)
・レポートの対象期間　　　 表紙に掲載
・レポートの発行日　　　　　表紙に掲載

　 　８）事業規模

９）推進組織図
 　　

(2)

総務部

〔池田清繁〕 〔本部道子〕

〔本部喜好〕

〔本部喜好〕

工事部

代表者

推進責任者

2022年

従業員数
床面積（㎡）

10

項目
工事件数(件) 5

56.156.1 56.1

2020年 2021年

7 3
10 10



２．環境経営方針

環　境　経　営　方　針

　　私たちは、地域との共生を図り、緑豊な地域環境の保全とその継承の重要性を

　　認識し、会社及び社員が一丸となって、持続可能な循環型社会の構築に貢献

　　致します。

【基本方針】

　　   当社は、経営における課題とチャンスを定期的に見直し、環境への取組に

　　   反映させ、建設業としての事業活動を通して継続的な環境負荷の削減に

　　   取り組むために、次の環境経営方針に基づき環境マネジメント活動を推進し
　　   て地球の環境保全に貢献する企業を目指します。

　  　　　1.当社の業務運営に関わる環境影響を常に認識し環境汚染の予防を

　   　　　するとともに、環境マネジメント活動の継続改善を図ります。

　　  　　2.当社に関連する環境関連法規制などの要求事項を遵守します。

　  　　　3.当社の事業活動に係わる環境影響のうち、以下の項目を環境経営

  　　　　　重点テーマとして取り組みます。

(1)　　二酸化炭素排出量の削減
　　　　　　　・電気使用量の削減
　　　　　　　・建設車両及び建設機械の燃料使用量の削減
(2)　　産業廃棄物のリサイクル率維持、向上　　　　　　　　　　　
(3)　　節水活動推進による水使用量の削減
(4)　　環境美化活動(ボランティア)活動の取組推進
(5)　　環境配慮型の取組推進

　   　　５.すべての社員が環境負荷低減活動を積極的に実践できるように、

　　   　　　この環境経営方針を全従業員に周知徹底します。

    上記の方針達成に向け目標を設定し、定期的に見直し環境活動を推進します。

  ２０２０　年　１月　８日改定

   ２０１２　年　１月　５日改定

　２０１０　年 11月１０日制定

　　（株）　川正建設

　　代表取締役　本部喜好

(３)

          ４．次世代の建設業を担う人材育成の推進に努めます。



３．環境経営目標
当社の環境経営目標は、環境負荷の調査結果より以下のような目標を設定しました。
なお、目標設定の基準は、３年間(2016～2018年度)の実績平均を使用しています。

年　　度　　別　　環    境    目    標

基準値
(2016年度～2018
年度の実績平均

　2020年度
(2019年12月～
2020年11月)

　2021年度
(2020年12月～
2021年11月）

　2022年度
(2021年12月～
2022年11月)

事務所 8,978.7 8,736.3 8,718.3 8,709.3

現場 133,886.4 130,271.5 130,003.7 129,869.8

全社 142,865.1 139,007.8 138,722.0 138,579.1

*削減率％⇒ 2.7 2.9 3.0

事務所 5,397.7 5,252.0 5,241.2 5,235.8

現場 0.0 0.0 0.0 0.0

全社 5,397.7 5,252.0 5,241.2 5,235.8

*削減率％⇒ 2.7 2.9 3.0

事務所 3,062.8 2,980.1 2,974.0 2,970.9

現場 5,097.8 4,960.2 4,950.0 4,944.9

全社 8,160.6 7,940.3 7,924.0 7,915.8

*削減率％⇒ 2.7 2.9 3.0

事務所 0.0 0.0 0.0 0.0

現場 47,309.9 46,032.5 45,937.9 45,890.6

全社 47,309.9 46,032.5 45,937.9 45,890.6

*削減率％⇒ 2.7 2.9 3.0

*削減率％⇒ 2.7 2.9 3.0

事務所 53.5 52.1 51.9 51.9
現場 0.0 0.0 0.0 0.0
全社 53.5 52.1 51.9 51.9

・化学物質の使用、購入、保管、移動ともにありません。

使用量（A)　

購入電力 0.347 （kg-CO2/kWh)
ガソリン 2.32 （kg-CO2/L)
軽油 2.58 （kg-CO2/L)

(４)

*2020.1.10　 改訂点

単位

ｋＷｈ
Ｌ
Ｌ

・2016～2018年度の実績平均を新基準値として、第四次中期の目標値を設定した。

・電気のCO2排出係数は、Ｒ2.1.7公表の九州電力の調整後係数0.347を採用した。

・2017年版への移行に伴い、グリーン購入を取組項目から外しました。
・年度の表記を各年の運用開始月の年から、翌年の年を年度として表記する。

二酸化炭素排出量は下記の係数に基づき設定した　　（　排出量（kg-CO2）　=　使用量(A)×排出係数（B)　）

４回以上/年

②．環境配慮型の取組推進 全社
環境経営計画

の遵守
環境経営計画

の遵守
環境経営計画

の遵守
環境経営計画

の遵守

４
有
益
な

環
境
活
動

①．環境ボランティア活動の
　　 　　　取組推進

全社 　４回 ４回以上/年 ４回以上/年

87.3

②．建設副産物再生率向上
　    （リサイクル率向上） 現場

730.0 ﾄﾝ
〔68.5%〕

環境経営計画を遵守し
リサイクル率を向上する

　　　　３．水資源使用量の削減

                          （m3）

２
廃
棄
物
の
削
減

①．一般廃棄物の削減
       　　　　       (kg) 全社 90.0

排出係数　（B)　　

87.6 87.4

取組み項目
（目標項目）（単位）

実 施 区

１．二酸化炭素排出量の削減
　　　　　（kｇ-CO2）

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

項
目

①電気使用量の削減
                     （kWh）

②ガソリン使用量の削減
  　　        　     （Ｌ）

③軽油使用量の削減
   　　        　　  （Ｌ）



４．環境経営目標の実績
2022年度(2021年12月～2022年11月)の環境目標と実績は以下の通りです。

実施区 目標 実績 達成率 評価

全社 138,579.1 88,990.9 155.7% 〇

事務所 5,235.8 4,213.0 124.3% 〇

事務所 2,970.9 2,622.9 113.3% 〇

現場 4,944.9 3,745.6 132.0% 〇

全社 7,915.8 6,368.5 124.3% 〇

現場 45,890.6 28,199.3 162.7% 〇

全社 87.3 72.3 120.7% 〇

現場
環境経営計画を遵守
し、リサイクル率の向
上を図る

リサイクル率
　　　　96   (％）
総排出量
447,060　kg

― 〇

全社 51.9 40.0 129.8% 〇

全社 ４回以上/年 4回 100.0% 〇

全社
環境経営計画

の遵守
遵守 ― 〇

＊建設副産物のリサイクル率は、（内再資源化÷総排出量×１００)

＊購入電力のＣＯ２排出係数は、九州電力の０．３４７を使用しました。

＊達成率は、項目１～３が目標／実績、　項目４が実績／目標で、100%以上が○の評価とする。　

(５)

③軽油使用量の削減 　　  （Ｌ）

②ガソリン使用量の削減
  　　　     （Ｌ）

１．二酸化炭素排出量の削減  〔kg-CO2〕

①.　一般廃棄物の削減      (kg)

①電気使用量の削減   （kWh）

②．環境配慮型施工実施
　　　　及び工期短縮

①．環境ボランティア活動の
　　 　取組推進

②．建設副産物再生率向上
　　　　(リサイクル率向上)

３．水資源の削減　　（㎥）

２
．
廃
棄
物
の

削
減

４
．
有
益
な

環
境
活
動



　　５．環境経営計画と取組結果とその評価
２０２２年度の環境経営計画とその取組結果及び評価は以下の通りです。

尚、活動期間は、２０２１年１２月１日～２０２２年１１月３０日です。

取組項目 主要な活動内容
実施区
〔推進部

門〕
実施期間 環境活動の取組みの結果 評価

①不在箇所、昼休みなどの電気消灯の徹底 〇

②空調温度管理（設定温度遵守）   〇

③ﾊﾟｿｺﾝ、ｺﾋﾟｰ機等は省電力設定を徹底する。 〇

①エコドライブの徹底(ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟなど) 〇

②効率の良い配車（相乗りの推進） 〇

①エコドライブの徹底(ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟなど) 〇

②重機の定期点検整備の実施 〇

③低燃費重機の利用を促進する 〇

①廃棄物の分別計量と記録 〇

②コピー用紙などの節減(裏紙しようを含む) 〇

③資材梱包材の業者持帰り依頼 〇

①リサイクルの為の分別をしている 〇

②廃棄はリサイクル業者へ依頼している 〇

③マニフェストによる処分量の確認 〇

①定期的な漏水点検の実施 〇

②洗車時のこまめな蛇口開閉 〇

①事務所及び現場周辺の清掃   〇

②地域の環境ボランティア活動への参加 〇

①環境配慮型の建設機械を使用する。 〇

②自主的に騒音・振動・粉塵対策を講じて施工する。 〇

③しつかりした工程管理で常に工期短縮に努める 〇

(6)

・水資源使用
　量の削減

総務部
土木部

不在及び昼休み等の消灯は良く成さ
れている。現場重複時に使用が多い
が、おおむね良好で推移する。

･ガソリン使用
　量の削減

当年度の事務所のガソリンが減少した
のは、ハイブリッド車に変えた為。

･軽油使用量
　の削減

今年度は前回に比べて減少したのは、
大型重機の使用が少なかった為。

･電気使用量
　の削減

総務部

①年間
②6～9月
　11～3月
③年間

総務部
土木部

①年間
②年間

一般廃棄物の計量記録が成され、ト
ナー梱包箱の持ち帰り依頼、ダンボー
ル等の持ち帰り依頼が徹底している。
コピー紙は再生紙を購入。

・建設副産物
再生率向上
(リサイクル率
の向上)

建設副産物の処理及び管理について
は良好に行われている。現場内の一
般廃棄物については、クリーンボックス
にて処理を行っている。

・一般廃棄物
　の削減

総務部
①年間
②年間

毎月の漏水確認実施。
メーター器の交換

土木部
①年間
②年間
③年間

全部門
①年間
②年間
③年間

土木部
①年間
②年間
③年間

①年間
②年間

土木部
①年間
②年間
③年間

現場開始時に環境配慮した機械の選定を
周知、実施している。(騒音、低燃費型)
水辺の工法については参加人数を増員し
た。

・環境配慮型
　の取組推進

・環境ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
　の取組推進

前年度から継続して、現場の土場周辺清
掃の徹底を行い散水にて粉塵対策を行っ
ている。　　ボランテイア活動は、橋の日に
は天満橋の清掃、土木の日には、学校の
清掃を行っている。



　６．次年度の環境経営目標及び環境経営計画
　　次年度〔２０２３年度〕の環境経営目標と環境経営計画は下記の通り取組ます。

　　　　　　　　　(実施期間の年間は、１２月から翌年１１月です。)

活動内容
実施区

〔推進部門〕
実施
期間

①省エネ活動の推進
EA21

責任者 ①年間
155,790.2
(kg-CO₂)

①不在箇所、昼休みなどの電気消灯の徹底

②空調温度管理（設定温度遵守）   

③パソコン、コピー機等は省電力設定を徹底

　する。

①エコドライブの徹底(ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟなど)

②効率の良い配車（相乗りの推進）

①エコドライブの徹底(ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟなど)

②重機の定期点検整備の実施

③低燃費重機の利用を促進する。

①廃棄物の分別計量と記録

②コピー用紙などの節減(裏紙使用を含む)

③資材梱包材の業者持帰り依頼

①リサイクルの為の分別をしている

②廃棄はリサイクル業者へ依頼している

③マニフェストによる処分量の確認

①定期的な漏水点検の実施

②洗車時のこまめな蛇口開閉

①事務所及び現場周辺の清掃   

②地域の環境ボランティア活動への参加

①環境配慮型の建設機械を使用する。

②自主的に騒音・振動・粉塵対策を講じて施工する。

③しつかりした工程管理で常に工期短縮に努める。

　特記．　　　2023年度は、2022年度の活動内容を継続して取組みます。
　　　　　　　　会社の状況等に変化が発生した場合は適宜見直すこともあります。

52.5　(㎥)

4回以上/年

環境経営計画
の遵守

8,764.5　（L）

4,579.7（kWh）

51,650.5　(L)

90.4　（kg）

環境経営計画を
遵守し再資源化率
９５％以上を目指す

(７)

・環境配慮型の取組推進 土木部
①年間
②年間
③年間

・環境ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの
　　　　取組推進

総務部
土木部

①年間
②年間

①年間
②年間

･軽油使用量
　　　の削減

土木部

総務部
土木部

①年間
②年間

３．・水資源使用量の削減

４
．
有
益
な

環
境
活
動

総務部

①年間
②年間
③年間

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

項
目

１．二酸化炭素排出量の削減

･電気使用量
　　　の削減

総務部

全部門

①年間
②6～9月
　11～3月
③年間

環境経営
目標(全社)

環　境　経　営　計　画

・建設副産物再生率向上
　　(リサイクル率向上)

土木部
①年間
②年間
③年間

①年間
②年間
③年間

・一般廃棄物
　　　　の削減

･ガソリン使用量
　　　の削減

取組項目

２
．
廃
棄
物
の
削
減



　７.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

当社の事業に関係する主な環境関連法規制は、担当者がWeb（環境省ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの環境基準・法令等）の

改定履歴や建設業協会等からのお知らせ等から年次の運用開始時に見直しと取り纏めを行っています。

尚、環境関連法規の遵守状況確認を実施した結果、違反及び監督官庁からの指摘も、

地域住民からの訴訟もありませんでした。

尚、現場での遵守状況は、月１回の安全パトロールや会議等を通じて常に確認しています。

〔当社の主な環境関連法規と遵守状況は下記の通りです。〕

　８.代表者による全体評価と見直しの結果

⑥環境経営システム
　　　(その他全般)

特になし

大気汚染防止法
・解体工事における解体前フロン類機器設置有無の確認、発注者への書面
説明　　　　　・第１種ﾌﾛﾝ類充填回収者への引き渡し

遵守
該当なし

（8）

③外部からの環境に関する
　　苦情や要望等

〇交通量が多く、通行帯を確保しながらの現場であったり、他工区との協
議を要する現場が多く、担当者が苦労したが、苦情等もなく、施工すること
が出来た。
●次年度も苦情・クレームが発生しないように、現場では周辺地区に配慮
して施行し、発生したら関係者で速やかに対応して頂きたい。

④環境経営方針
○2020年度当初改定したが、2022年度も特に不具合は無かった。
●次年度も現行方針を継続する。

⑤実施体制 ○●現行のEA21推進組織で不具合は無いので継続する。

遵守

評価項目 代表者による評価と指示(〇当年度の評価　●次年度への指示 )

①環境経営計画の実施状況
　　　　　　及び
　　環境経営目標の達成状況

○環境活動は、環境経営計画(兼)実施状況評価表によると、活動計画は
ほぼ実施されていることを確認した。
●次年度(2023年度)も継続活動していただきたい。
*----------------------------------------------------*
〇目標の達成状況は、環境経営目標達成状況管理表で確認したが、
全体的には、概ね達成しているように思える。今回の現場は、ほとんど大
型重機を使用してない為。
●次年度は第五次中期計画環境経営目標（2023年度～2025年度）で設
定した、毎月及び年間の目標の達成を全社員で共有し活動を継続してい
ただきたい。

②環境関連法規等の遵守状況
○当社に関連する法規は、運用開始時に見直し・取り纏めして遵守が守
られていることを確認した。　　●次年度も遵守で事業活動していただきた
い。

遵守

・知事へ7日前までに届け出
・作業敷地境界にて85デシベル以下

遵守

主な関連法規名 遵守事項 遵守評価

廃棄物の処理及び清掃に
関する法(廃掃法)

委託契約の締結、契約書の保存(契約終了から５年間 ) 遵守

マニフェストの交付、回収・照合確認（発行後B2,D票90日E票180日以内）
A表の5年間保管

遵守

産業廃棄物管理票交付等状況報告(6月30日までに知事へ報告)及び多量
排出報告書(処理計画書・実施報告書 )

保管場所の掲示板(60x60cm)の設置

再生資源利用省令
・再資源利用計画書・実施書の作成
・再資源利用促進計画書・実施書の作成

遵守

建設ﾘｻｲｸﾙ法

発注者への書面による計画等説明、完了報告 遵守

工事着手する日の７日前までに必要事項を都道府県知事に届け出

遵守
該当工事なし

分別解体、再資源化促進、再資源使用 遵守

振動規制法
・知事へ7日前までに届け出
・作業敷地境界にて75デシベル以下

遵守
該当工事なし

ﾌﾛﾝ排出抑制法
・定格出力7.5kW未満の業務用ｴｱｺﾝ等の簡易点検実施
　　(建設機械搭載のｴｱｺﾝを含む)　　　〔事務所エアコンが対象〕

遵守

騒音規制法


